
鎌倉娘  松下幹生 

 
あの娘を生んだ   鎌倉の地は 
華々しくて  淑(しと)やかな街 
君と歩いた  段葛(だんかずら) 
食べ歩きした  小町通り 
君の姿が  街並みに溶け 
見事にはまり  調和する街 

 
着物姿で  お寺を巡る 
悟りの窓の 明月院や 
庭が見事な 報国寺 
葛原岡(くずはらおか)の  社では 
赤い糸付く  五円を結び 
鎌倉彫りの 下駄の音可愛い 

 
衣張山(きぬばりやま)で  夕陽を望み 
君は饒舌 歴史を語る  
鎌倉口の  切通し 
文学館の 夜明かり 
由比ヶ浜から  攻め入る話 
楽しげに言う  鎌倉娘 

 
あぁ 君と一緒に 鎌倉巡り 

 
 
 
 
 
 


